











Experimental Method for the Evaluation of Background of Organic Contamination in Closed Ponds





























































































































































































通常 JIS 規格（JIS K 0102）で分析方法が定められて
いるが，より簡易な方法も考案されている．電量滴低
法 6）による迅速分析法は JIS 法にはないが，JIS 法の
結果と相関関係がよい．図７に電量滴定法の概要を示
す．












５日後の溶存酸素量（DO2）を求め，DO1 － DO2 の値





































































a: メスシリンダー（試料水　100mL ～ 200mL），b: 外径 25mm 円形ガラスろ紙（GF/F），c:500mL メジュームビン， 




分画 A: 酸分画  （流速 1mL/min）    分画 B: アルカリ分画（流速 0.2 ～ 0.4mL/min）
連続分画： A の分画操作の後，カラムを逆向きに変え B の分画操作を行う． 
a: 自作カラム（内径 10mm, カラム長 10cm のガラス管，両端にガラスろ紙（GF/F）をアダプターで固定，充填剤：DAX-
8Suprlite），b: 試料水（ガラスろ紙 GF/F でろ過した液），c:HCl 水溶液（pH2）．d: カラム通過液（糖，核酸，タンパク質等の親水性・
塩基性の有機物が含まれる酸性溶液），e: 流速調整コック，f: 0.1NNaOH 水溶液（10mL）（吸着物の溶離液），g： f シリコン
チューブ（内径 2mm）の先端に内径 0.1mm のシリコンチューブを取り付け，流速をおよそ 0.2mL ～ 0.4mL に減速して溶離），
h: 溶離液（フルボ酸やフミン酸等の酸性成分が含まれるアルカリ溶液） 
図11．分画成分の３次元蛍光スペクトル

























行える．図 12 A,B,C に示したゲルろ過カラムは，カ
ラム充填剤とカラム管の大きさを変えたものである．










　一方，カラム B はカラム C に比べると測定時間が
長く（約３時間），成分の保持時間に大きな差が認め




カラム A: 充填剤 SephadexG15 （分子量 1500 以下）
　カラム長 300mm　カラム管（外径 350mm 内径 26mm） 
カラム B: 充填剤 SephadexG50 （分子量 5000 以下）
　カラム長 300mm　カラム管（外径 350mm 内径 26mm） 
カラム C: 充填剤 SephadexG50 （分子量 5000 以下）
　カラム長 160mm　カラム管（外径 190mm 内径 14mm） 
展開水流速　1.0mL /min  展開溶媒　蒸留水 
UV モニター λ =220nm  Cell : 2mm フローセル
標準試料 1.0mL （ブルーデキストリン （BD6mg/10mL）水溶液 
1mL とシアノコバラミン （B12　6.2mg/10mL）水溶液 0.5mL 
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